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新 し い 価 値 を
創 出 す る
教 育 学
教育学研究科長・教育学部長

研 究 科 長・学 部 長 あいさつ
　東京大学教育学研究科・教育学部における
学びや研究の理念を表現する言葉に「インクルー
シブな知性」があります。近代の学問は自然や
社会、そして人間を緻密に分析することで飛躍
的な発展を遂げてきました。そのような分析的
な知は、技術、経済、産業、福祉、医療など多方面に
わたり大きな便益を人間にもたらしましたが、
その一方で、地球環境の破壊や、人間や社会の
恣意的な分類と序列化、さらには異なる価値観
や意見、生き方をする他者の排除を結果として
もたらすこともありました。残念ながら教育学
も、分断・排除の知として機能した面がないとは
言えません。
　「インクルーシブな知性」とは、知が持つこう
した排除性を反省的に捉え直し、乗り越えよう
とする、「結びあう知性」であると言えます。今日

ますます深刻の度を深 めている社会の分断や
差別や排除への感受性と、それらの背景・原因
やメカニズムに関する深い理解は現代社会に
お ける必 須 の 教 養であると言えます。教 育 学
研究科・学部は、そのような教養としての「イン
クル ーシブな 知 性 」の 育 成 を共 通 基 盤としな
がら、教育の歴史・思想、人間の心と体の発達、
学習と発達を支える実践・援助、学習と教育の
社会システムなどへの多様な関心と進路希望
に応えることのできる専門的かつ学際的な研究
と教 育 を行い、多 様 性と包 摂 性 が尊 重される
共生社会の実現を目指しています。
　私たちは、教育と教育学の新しい地平をとも
に切り拓いてゆく仲間として、皆さんの教育学
研究科・学部への入進学を心から楽しみにして
います。
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教 育 学 研 究 科教 育 学 部の沿 革 組織について
東京大学教育学部は����年�月、新制東京大学の
創設に伴い、旧制の文学部にあった「教育学科」
�講座を分離独立する形で発足しました。����年
教育基本法、学校教育法が制定され、「�-�-�制」
の学校体系が発足し、全国に教育学部、学芸学部
が発足しました。従来の師範学校制度を改め、
国立大学に教育学部を設置することが望ましい
という戦 後 教 育 改 革の方 針のもとに創設され
ました。本学部はこうした改革の要請にこたえ
➀ 教 育 に 関する専 門 的 研 究 を行 い、併 せて、
専門研究者や教職教育担当者の養成を行う、
➁教育に関する教養と識見を持つ教育行政官・
社会教育指導者・学校管理者などの養成を行う、
➂新制東京大学における中等学校教員養成に責任
をもつ、という�つの課題を担って発足しました。
これら�つの課題は、大学院重点化が実現した
今日においても、基本的に変わっていません。
教育学部創設時は、小学科制をとって教育学科、
教育心理学科、学校教育学科、教育行政学科、
体育学科の�学科で出発しました。その後様々
な変遷を経て、現在は、右図にあるように、学部
は�学科�専修�コース、大学院は�専攻�専修
��コースで組織されています。

教育学専修

教育社会科学専修

心身発達科学専修

教 育 学 部

● 教育学コース P��

● 比較教育社会学コース P��
● 教育実践・政策学コース P��

● 教育心理学コース P��
● 身体教育学コース P��

学士課程の学生の帰属組織
総合教育科学科

詳しくはこちら▶
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教育学研究科・教育学部の組織は、下図のようになっています（学部および大学院ともに����年度以降）。
コースが細分化されていた時代もありましたが、それらのコースを教育学・教育社会科学・心身発達科学
という�専修へと区分し、現在では学部および大学院の教育はこれらの専修、および学校教育高度化
専攻を基礎的な単位として体系的に行われています。

教員の帰属組織

教育学専修

教育社会科学専修

教育学 ● 教育学コース

● 比較教育社会学コース
● 生涯学習基盤経営コース
● 大学経営・政策コース
心身発達科学専修

● 教育心理学コース
● 臨床心理学コース
● 身体教育学コース

● 教職開発コース
● 教育内容開発コース
● 学校開発政策コース

P��

P��
P��
P��

P��
P��
P��

P��
P��
P��

比較教育社会学
生涯学習基盤経営
大学経営・政策

教育心理学
臨床心理学
身体教育学

教職開発
教育内容開発
学校開発政策

教 育 学 研 究 科

研究科・学部の紹介

研究科・学部からのメッセージ

学部�コース

研究科��コース

関連施設紹介

学校教育高度化専攻

総合教育科学専攻
大学院生の帰属組織

詳しくはこちら▶
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Message from the faculty

よりよい社 会と人 間 の 関 係 を見 据えつつ、思 想と歴 史 に 根ざして教 育 の 核 心 に 迫ります。
教育の現実問題を意識しながら、人間と社会・文化の関わりをその根幹から捉えます。歴史学、哲学、人間学、臨床学等に拠りつつ、過去と現在、人間と文化、政治と倫理、理論と実践、学術の知と制度の間を深く掘り下げる研究を行います。

教育学コース

社 会 学と比 較 教 育 学 を駆 使し、量 的・質 的データを用 いて教 育 現 象 を研 究します。
比較教育社会学コースは、教育社会学と比較教育学に基づき、広義の教育現象に関する実証的・理論的研究に取り組んでいます。調査や分析の方法論の教育に力を入れており、教育格差や国際教育など幅広いテーマを学ぶことができます。

比較教育社会学コース

生 涯 に わたる学 習とそれ を可 能 にする基 盤 の理 論 から実 践までを追 求します。
学校教育の後や外で人が営む活動を学習の観点から捉え、生涯にわたる学習活動とそれを支える組織・制度・環境・技術などの基盤を研究するコースです。「これも学習なのか！」「学習とはこういうことだったのか！」を学校の枠を超えて考えたい方へ。

生涯学習基盤経営コース

大 学 の 経 営 および高 等 教 育 政 策 について理 論 的・実 践 的 な 教 育 研 究 を行っています。
本コースは、大学・高等教育の管理者や政策担当者、この分野の研究者と将来のリーダーを育成するために、����年に開設されました。学生の過半数が社会人であり、夜間および土曜日の履修だけで学位が取得できるよう配慮しており、多様な学生が学んでいます。

大学経営・政策コース

教 育 、現 場 主 義 。教 育という現 象・作 用 の 本 質 を「 現 場 」や「 制 度・政 策 」から捉えます。
学校はもちろん、教育法や教育制度、博物館や図書館、さらには地域における市民の学びなども含めた多様な教育の「現場」や「制度・政策」について、講義だけでなく演習、実習などの授業を通じて、その対象に即した現実的なアプローチから迫っていきます。

教育実践・政策学コース

��の学びについて～コース代表者からのメッセージ～ 詳しくはこちら▶

山名 淳 教授
〈教育哲学〉［やまな  じゅん］

本田 由紀 教授
〈教育社会学〉［ ほん だ  ゆき］

影浦 峡 教授
〈図書館情報学〉［ か げうら きょう］

北村 友人 教授
〈人文社会教育〉［きた むら ゆうと］

両角 亜希子 教授
〈大学経営論〉［ もろずみ  あきこ］
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研究科・学部の紹介

研究科・学部からのメッセージ

関連施設紹介

心 理 学 的 手 法と知 見 に 基 づく教 育 の 探 究と実 践 に 取り組 み ます。
心理学の手法と知見にもとづき、広い分野での応用・実践に取り組む研究者および実践者の育成を目指しています。教授・学習心理学、発達心理学、教育認知科学、教育情報科学の�領域を専門とする教員が指導にあたっています。

教育心理学コース

科 学 者 -  実 践 者モデル に 基 づいて、これ からの臨 床 心 理 学 を牽 引するリー ダー を育 成します。
新たな時代を切り拓く臨床心理学の知の専門家を育成するために、自らの文化を尊重するローカルな視点と同時に、多様性に拓かれたマインドセットを身につけた人材を育成することを目指します。

臨床心理学コース

身 体 、心 、脳 の 働きを解き明 かします。
学校、家庭、社会に存在する身体、心、脳、教育に関わる様々な事象を対象に基礎的研究や実践的研究を行い、例えば身体運動、睡眠、情動、発達などに関する基礎的メカニズムの解明、さらには心身の健康問題や教育応用に取り組みます。

身体教育学コース

教 育 実 践 に 学 びな がら、授 業 、カリキュラムおよび教 職 専 門 性 の 開 発 を推 進します。
本コースでは、学校教育の高度化を達成する核ともいえる、授業、カリキュラムおよび教職専門性の開発を推進し、具体的な教育実践に基づきながら質の高い学習環境の創出と教職の専門的資質や能力の高度化を目指します。 

教職開発コース

これ からの 時 代 の 各 教 科 の 授 業や教 科 を越えた学 習 について実 証 的 に 探 究します。
これからの時代の各教科の授業やカリキュラム、教科を越えた学習などをどのように構築し実現するかについて、社会学、心理学、文学、言語学、比較研究等の理論や方法論にもとづきながら、国内外のフィールドで実証的に研究しています。

教育内容開発コース

教 育 を動 かすさまざまな「しくみ」を深く理 解し、その 在り方 を考えます。
学校教育の高度化を進めるうえで欠かせない教育行財政、法制度、経営、政策などに関する研究開発を行っています。教育の実践や現場を支えるガバナンスの実態を解明し、その課題や改善の在り方を探究します。

学校開発政策コース

学部�コース

研究科��コース

東郷 史治 教授
〈教育生理学〉［とうごう ふ み はる］

高橋 美保 教授
〈臨床心理システム論〉［た かはし み ほ ］

清河 幸子 准教授
〈教授・学習心理学〉［きよか わ  さちこ］

一柳 智紀 准教授
〈授業研究〉［ いちや な ぎ とものり］

藤村 宣之 教授
〈数学・科学教育〉［ふじむら のぶゆき］

村上 祐介 教授
〈教育政策研究〉［ むらか み  ゆうすけ］
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勝野 正章教授（以下、勝野）　卒業
生である堀さんに、東京大学教育
学部での学びについて、またお仕
事のことなどお伺いしたいと思い
ます。まずは、教育学部を選んだ
理由をお話しください。
堀 菜保子さん（以下、堀）　母 が
小 学 校 の 教 員 をしていたた め 、
教育が身近にあったことはひとつ
大きな理由です。私はずっと「優し
い社会をつくる一助になりたい」
と思っていますが、その社会をつ
くる上で礎になるのは教育だと、
母の姿を通して感じていました。

「優しい社会」の実現に少しでも
近づける学びがしたいと、教育学
部に進むことを決めました。
勝野　教育学部での学びで印象
に残っている授業はありますか。
堀　社会教育学演習の授業で長
野県飯田市に実習に行ったこと
は 、とても印 象 に残っています。
実習に参加したメンバーは出身

も経験も考え方も様々です。少人
数のグループに分かれて民宿に
泊まり地域の方もまじえて話した
り、現 地の高 校 生と交 流したり、
異 なる感じ方 を言 語 化したこと
は、自分の見えている世界を相対
化する大切な経験になりました。

勝野　堀さんは 、教 育 学 部 卒 業
後にアナウンサーとして入社した
NHKで、障害やジェンダー、DV、
LGBTQ＋など、人権に関する番組
づくりにも携 われましたね。その
後 、転 職したシンクタンクでも、

「優しい社会づくり」につながる調
査研究に従事されています。そし
て、来年度から大学院で研究を始
められますが、具体的にどのよう
な研究計画をお持ちですか？
堀　様々な人権の課題に対して、
マジョリティ層の中で自分事として
不 公 正 を正そうと活 動している
人たちは、どのような学びからそう

した意識や行動がつくられてきた
のかを研究したいと思っています。
勝野　なるほど。 最後に、教育学
部または大学院教育学研究科を
志 望して いる み な さん に 、メッ
セージをお願いします。
堀　ここには、どんな研究課題や
関 心 にも応えてくださる環 境 が
あります。教 育 学 を学ぶことで、

「 だ から自 分 はこういう考 えな
んだ、こう思っているんだ」という
発見があるはずです。それを一人
ひとりが認識することが、社会に
ついて深く考えることにつながる
と思っています。私 もまだ まだ
知らないことばかりです。これか
らも学びたいと思っているので、
教育のこと、つまりは社会の成り
立ちについて、みなさんと一緒に
考えていきたいと思います。

多 様 な 価 値 に 触 れ た地 方 実 習 で の 学 び はそ の 後 の 人 生 の 礎 に

増 し 続 け る 探 究 心 を胸 に 抱 き 大 学 院 へ共 に 学 ぶ 君 へ エ ー ル

堀 菜保子さん［ ほり な ほこ］
����年教育実践・政策学コース卒業、NHK入局。「おはよう日本」キャスターの傍ら、人権に関する取材・番組制作に従事。����年シンクタンク転職。����年教育学研究科進学。研 究 科 長・学 部 長勝 野  正 章［かつの  まさあき］

東京大学教育学部では、どのような学びや経験が待っているのでしょうか。その魅力を熟知しているのは卒業した先輩たちです。����年に卒業した堀菜保子さんを卒業生代表としてお招きし、勝野正章教育学部長が深くお伺いします。

あらゆる研究課題や興味に全力で応えてくれる学びの場卒 業 生
に 訊 く

インタビュー　全文はこちら▶
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● 教育学コース P��
P��
P��
P��
P��

教 育 学 部
● 比較教育社会学コース
● 教育実践・政策学コース
● 教育心理学コース
● 身体教育学コース

教 育 学 部 は 、総 合 教 育 科 学 専 攻 の も と
に教育学専修、教育社会科学専修、心身発達
科学専修という３専修が置かれ、さらに教育
学専修のもとに教育学コース、教育社会科学
専 修のもとに比 較 教 育 社 会 学コ ース、教 育
実 践・政 策 学コ ース、心 身 発 達 科 学 専 修 の
もとに教育心理学コース、身体教育学コース
という形 で �コ ースに 分 か れて 編 成 されて
います。
それぞれのコースが、人文科学、社会学、心理学、
生理学といった多様な分野に基づきつつ、主
に学 校 を中 心としつつも、保 育 園 、博 物 館 、
図書館、NPO、医療施設など多様なフィールドを
も対象とし、特色ある教 育 を行っています。
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〒���-���� 東京都文京区本郷７−３−１
tel.��-����-����

東 京 大 学 大 学 院 教 育 学 研 究 科・教 育 学 部広 報・情 報 委 員 会  

デザイン・印刷 株式会社ブンカ


